
第　１　条

第　２　条

１

２

第　 ３

第　４

慶 弔 に 関 す る 規 程

-

この規程は崎葛退職校長会会則第１５条に基づき、会員の慶弔に関し定めることを目
-

的とする

慶事については、次の通りとする。

会員が叙勲その他の栄誉を受けた場合は、会報に掲載しこれを顕彰する。

会員が次の年齢に達した場合は、次の通りこれを祝賀する。

（　４月２日より翌年４月１日の期間　）

（１） 満７７歳（喜寿）の場合は、会報に掲載する。

（２） 満８８歳（米寿）の場俘は、寿詞を贈り、会報に掲載する。

（３） 満９９歳（白寿）の場合は、寿詞と記念品を贈り、会報に掲載する。

３．会長、副会長、監事、専門部長、事務局長または局員がその職を退いた場合には、感謝
一

状並びに慰労金を贈る。

４．理事がその職を退いた場合ヽは、感謝t犬を贈る。

５パ 記念品については、別に定める。

条　　弔事については、次の通りとする。

１．会員死亡の場合は、生花を供え、弔辞を捧げる。
-

２．会長、副会長、顧問、監事、理事、部長、事務局長または局員が死亡した場合は、生花
-

と香典を供え、弔辞を捧げる。

３．元前項の役職にあった者が死亡した墟洽は、同項の規定を準用する。

４．香料については、別に定める。

条　　この規程の改廃は、理事会で定め、総会に報告する。
一

付 則

１．第２条３項の慰労金は、昭和６０年４月６日の定めによる。

２．第２条５項の記念品は、５，０００円とする。

３．第３条の生花は、１万円とする。
-

４．第３条４項の香料は、５，０００円とする。

５．この規程は、平成７年５月２４日より施行する。
-

６．平 戎１３年４月１日　づ 郭改正

（　第２条３項と第３条２項に部長を加える。　）

７．平成１８年５月２０日　う5 改正

（　第２条２項に白寿を加える。 ）

８．平成１９年１０月１２日　づ 邱こ正

（ 第２条第３項の慰労金のうち、会長、副会長については減額 ）

９．平成２５年４月１日　う 瞰正

（ 第２条２項 （１）および（2 ） ）

10. 平成３０年４月６日　う5 改正

（　第２条２項の４月１日から翌午３月３１日の期間を４月２日から翌年４月１日の期間

に改める。）

11. 令和６年４月１１日　う［S改正

（ 「規定」を「規程」に、「花輪」を「生花」に、「部長」を「専門部長」に改める。）
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